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DockerでのOracle WebLogic Serverの運用 
DockerコンテナでのOracle WebLogic Server（WLS）の運用がサーティファイされました。このサ
ーティフィケーションの一環として、Oracle WebLogic ServerのイメージをビルドするためのDocke
rfileおよびサポート・スクリプトをGitHubでリリースしています。これらのイメージは、既存のOra
cle Linuxイメージの拡張版としてビルドされます。ユーザーは、これらのOracle WebLogic Server 
Dockerイメージを使用することも、独自のイメージを作成することもできます。 

Dockerは、分散アプリケーションのビルド、パッケージ化、配信、実行を行うためのプラットフォ
ームです。Dockerのユーザーは、開発したアプリケーションとその依存先となるすべてのライブラ
リおよびファイルをパッケージ化し、1つのDockerイメージとしてまとめます。Dockerイメージは、
さまざまなLinux環境に配布できる、移植可能なアーチファクトです。配布されたイメージを使用し
てコンテナをインスタンス化し、そのコンテナ上でアプリケーションを実行できます。このアプリ
ケーションは、同じホスト・オペレーティング・システムの他のコンテナで稼働しているアプリケ
ーションから独立しています。 

以下の表に、Oracle WebLogic Serverの各バージョンでのサーティフィケーション状況を示します。
独自のDockerイメージを作成する際には、これらのOracle WebLogic Server、JDK、Linux、Docker
バージョンの組合せを利用できます。 

 

Oracle WebLogic Server

のバージョン 

JDKのバージョン ホストOS カーネルのバージョン Dockerのバージョン 

12.1.3.0.0 7/8 Oracle Linux 6 

UL 5以降 

Unbreakable Enterprise Kernel R

elease 3 

（3.8.13）以降 

1.3.3以降 

12.1.3.0.0 7/8 Oracle Linux 7 

UL 0以降 

Unbreakable Enterprise Kernel R

elease 3 

（3.8.13）以降 

またはRed Hat 

Compatible Kernel（3.10）以降 

1.3.3以降 

12.1.3.0.0 7/8 Red Hat Enterprise Linux 

7以降 

Red Hat Enterprise Linux Kernel

（3.10）以降 

1.3.3以降 

https://github.com/oracle/docker/tree/master/OracleWebLogic
http://www.docker.com/
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最新のサポート対象のOracle WebLogic Server構成について、詳しくはOracle Fusion Middlewareの
サーティフィケーション状況に関するページを参照してください。 

オラクルが提供するDockerfileとスクリプトを使用すれば、単一のホスト・オペレーティング・シ
ステムまたはVMで稼働するOracle WebLogic Serverドメインのクラスタ構成または非クラスタ構成
（開発用、本番用の両方を含む）を構築できます。構築されたドメイン構成で稼働する各サーバー
は、そのドメインのDockerコンテナ内で実行され、必要に応じて他のサーバーと通信することもで
きます。他の構成やアプローチも可能で、このホワイト・ペーパーではそれらの構成の構築方法に
ついて説明します。 

Oracle WebLogic Server Dockerイメージ 

オラクルは、Oracle WebLogic Server DockerイメージをビルドするためのDockerfileとサポート・
スクリプトをGitHubでリリースしています。これらのイメージは、既存のOracle Linux 7.0イメージ
の拡張版としてビルドされ、JDK 7およびOracle WebLogic Server 12c（12.1.3）のインストールが
含まれます。 

公開されているイメージは以下の2種類です。 

1. 汎用インストーラにより作成されるOracle WebLogic Serverイメージ 

2. ZIPインストーラにより作成されるOracle WebLogic Serverイメージ 

図1：Oracle WebLogic Server Dockerイメージ 

 

カスタム・ビルドのOracle WebLogic Serverイメージ 

独自のOracle WebLogic Server Dockerイメージを作成することもできます。このイメージ作成向け
に、初期段階のサンプルとなるDockerfileとスクリプトがGitHubのOracle WebLogic ServerのDocker
fileで公開されています。 

カスタムWLSイメージをビルドするために必要となるものは以下のとおりです。 

1. Oracle Linuxベース・イメージ 

2. GitHubのDockerfileとスクリプト 

3. Oracle WebLogic Serverの汎用インストーラまたはZIPインストーラ 

4. 対応するJDK 

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/oracleas-supported-virtualization-089265.html
http://www.oracle.com/technetwork/middleware/ias/oracleas-supported-virtualization-089265.html
https://github.com/oracle/docker/tree/master/OracleWebLogic
https://github.com/oracle/docker/tree/master/OracleWebLogic
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GitHubのDockerfileとスクリプト 

Dockerfile 

Oracle WebLogic Serverインストール・イメージを作成するためのDockerfileは、以下の処理を実行
します。 

1. Oracle Linuxベース・イメージの拡張 

2. JDKのインストール 

3. WLSの汎用インストーラまたはZIPインストーラを使用したサイレント・モードでのWLS
のインストール 

独自のOracle WebLogic Serverインストール・イメージを作成した後、このイメージを拡張してベ
ースのOracle WebLogic Serverドメインを構成できます。 

Oracle WebLogic Serverドメイン・イメージを作成するためのDockerfileは、以下の処理を実行しま
す。 

1. Oracle WebLogic Serverインストール・イメージの拡張 

2. Oracle WebLogic Serverスクリプト・ツール（WLST）のスクリプトの呼び出しによるWL
Sドメインの構成このドメインには、1台の管理サーバー、JMSサーバー、データソース
が含まれ、JPA 2.1とJAX-RS 2.0が有効化されます。 

図2：Oracle WebLogic Serverドメイン・イメージ 

このOracle WebLogic Serverドメイン・イメージを使用して、以下の2種類のコンテナを作成できます。 

1. 1台のOracle WebLogic Server管理サーバーを含む管理サーバー・コンテナ。 

2. ノード・マネージャを含む管理対象サーバー・コンテナ。このコンテナは、自身をマシ
ンとして管理サーバーおよび管理対象サーバーに追加します。 
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図3：Oracle WebLogic Serverコンテナの種類 

スクリプト 

スクリプトは、Oracle WebLogic Serverイメージを作成するために使用でき、Oracle WebLogic Server
イメージを拡張してOracle WebLogic Serverドメインの構成を追加するサンプルとしても機能します。 

DockerコンテナでのOracle WebLogic Serverクラスタリング 

Oracle WebLogic Serverにはマシンという概念があります。マシンとは、ノード・マネージャとい
うエージェントを含む運用システムです。このリソースによって、Oracle WebLogic管理サーバー
は、基盤のドメインの管理対象サーバーを作成して割り当てることによって、さまざまなアプリケ
ーションやリソース向けにサーバーの環境を拡張したり、クラスタを定義したりできます。コンテ
ナのマシンを使用することにより、新しい管理対象サーバー・コンテナを起動するだけで、動的な
クラスタを簡単に作成できます。WLSTを使用して、クラスタのスケールインやスケールアウトを
実行できます。 

Dockerコンテナによって、Oracle WebLogic Serverドメインのクラスタ構成または非クラスタ構成
を作成できます。ドメイン内で稼働する各サーバーは、その専用Dockerコンテナ内で実行され、必
要に応じて同じホスト上の他のサーバーと通信することもできます。 

図4：単一のホスト上のDockerコンテナでのOracle WebLogic Serverクラスタリング 
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また、単一のLinuxホスト上の1つのコンテナで稼働する1つのOracle WebLogic Serverドメインが、
リモート・ホスト上のOracle WebLogic Serverおよびデータベースと通信するというトポロジもあ
ります。 

図5：単一のホスト上のDockerコンテナでのOracle WebLogic Serverドメイン 

 

さらに、Dockerコンテナ内で1台のWebLogic Serverが稼働するOracle WebLogic Serverドメインを
異なる複数のLinuxホストにレプリケーションし、リクエストをロードバランシングするというトポ
ロジもサポートされます。このトポロジは、同じOracle WebLogic Serverドメイン・イメージから
異なるOracle WebLogic Serverコンテナを起動し、前方にロードバランサを設置してリクエストを
各Oracle WebLogic Serverインスタンスにロードバランシングするという方法によって容易に実現
できます。 

図6：複数のホスト上のDockerコンテナでの1つのOracle WebLogic Serverドメイン 
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ビルドと実行の方法 

GitHubに、Oracle WebLogic Serverインストール・イメージをビルドし、このイメージを拡張して
Oracle WebLogic Serverドメイン・イメージを作成するために必要となるDockerfileとサポート・ス
クリプトがあります。独自のOracle WebLogic Serverイメージをビルドしてコンテナを起動するに
は、このディレクトリ構造全体をダウンロードしてください。 

Dockerfile 

Oracle WebLogic Server 12c（12.1.3）のDockerfileが 
/OracleWebLogic/dockerfiles/12.1.3サブディレクトリ内に2つあります。1つは、Oracle WebLogic S
erverの'developer'（開発者向け）インストール・イメージのビルド用Dockerfileで、もう1つはOrac
le WebLogic Serverの'generic'（汎用）インストール・イメージのビルド用Dockerfileです。 

Dockerfile.developer 
Dockerfile.generic 

スクリプト 

/OracleWebLogic/dockerfilesおよび/OracleWebLogic/samples/12c-domain/container-scriptsサブデ
ィレクトリ内にサポート・スクリプトがあります。これらは上記のDockerfileとともに、Oracle We
bLogic Serverイメージのビルドや、コンテナ起動時のドメインの構成に必要です。 

buildDockerImage.sh – WLSインストールDockerfileの命令を使用してWLSイメージをビル
ドします。 

createMachine.sh – コンテナ内でノード・マネージャを起動し、addMachine.shを呼び出し
て、ノード・マネージャを起動してそのノード・マネージャ・マシンを追加します。 

createServer.sh – コンテナ内でノード・マネージャを起動し、add-server.pyを呼び出して、
add-machine.pyにより作成されたマシン内に管理対象サーバーを構成します。 

create-wls-domain.py – 1台の管理サーバー、JMSサーバー、JSP、データソースを含むベー
ス・ドメインを構成するWLSTスクリプトです。 

add-machine.sh – 環境を設定してadd-machine.pyを呼び出します。 

add-machine.py – 管理対象サーバーのコンテナ名を使用してマシンを作成するWLSTスクリ
プトです。 

add-server.py –  管理対象サーバーを作成するWLSTスクリプトです。 

rm_containers.sh –  稼働中のすべてのコンテナを削除します。 

clean-up-docker.sh –  すべてのゴースト・コンテナおよびゴースト・イメージを削除します。 

commEnv.sh  –   JPA 2.1サポートを有効化します。 

  

https://github.com/oracle/docker/tree/master/OracleWebLogic
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Oracle WebLogic Serverイメージのビルド 

まず、使用するインストールの種類（汎用インストーラまたはZIPインストーラ）を決め、dockerfil
es/12.1.3フォルダにある必要なOracle WebLogic ServerインストーラとJDKをダウンロードします。
dockerfilesフォルダ内で、rootとしてbuildDockerImage.shスクリプトを実行します。 

$ sudo sh buildDockerImage.sh -h 

 Usage: buildDockerImage.sh [-d|-g] 

パラメータ： 

-d：'developer'ディストリビューションに基づいてイメージを作成します。 

-g：'generic'ディストリビューションに基づいてイメージを作成します。 

注：出力されるイメージでは、ドメインはあらかじめ構成されていません。Oracle WebLogic Serve
rインストール・イメージを拡張してOracle WebLogic Serverドメイン・イメージを作成するための
Dockerfileとサポート・スクリプトが別途提供されています。 

Oracle WebLogic Serverドメイン作成のサンプル 

Oracle WebLogic Serverインストール・イメージを拡張するカスタムのDockerfileからドメインを作
成する方法がわかるように、DeveloperディストリビューションとGenericディストリビューション
について、Oracle WebLogic Server 12c向けのサンプルがいくつか提供されています。samples/12c-
domainフォルダを確認してください。 

Oracle WebLogic Server 12cのサンプル・ドメイン 

このDockerfileは、oracle/weblogic:12.1.3-dev（Developerディストリビューション）を拡張してイ
メージを作成します。以下の設定で、base_domainを構成します。 

• JPA 2.1の有効化 

• JAX-RS 2.0共有ライブラリのデプロイ 

• 管理者のユーザー名：weblogic 

• 管理者のパスワード：welcome1 

• Oracle Linuxのユーザー名：oracle 

• Oracle Linuxのパスワード：welcome1 

• Oracle WebLogic Serverドメイン名：base_domain 

WLSTによる独自のOracle WebLogic Serverドメインの作成 

独自のドメインの作成やドメインの拡張を行うための最善策はWLSTを使用することです。Dockerfil
eでドメインを作成するために使用するWLSTスクリプトは、create-wls-domain.pyです。このスク
リプトはデフォルトでJMSリソースおよび他のいくつかの設定を追加します。このスクリプトを独
自の設定で調整し、データソースや接続プール、セキュリティ・レルムの作成、アーチファクトの
デプロイなどを実行できます。また、WLSTを使用してイメージを拡張して既存のドメインをオー
バーライドしたり、新しいドメインを作成したりすることもできます。 
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Oracle WebLogic ServerドメインのサンプルDockerイメージのビルド 

ドメインを構成したOracle WebLogic Serverイメージのサンプルを試すには、以下の手順を実行します。 

oracle/weblogic:12.1.3-devイメージをビルドしておきます。まだビルドしていない場合は、dockerf
iles内で以下のコマンドを実行します。 

$sudo sh buildDockerImage.sh [-d|-g] 

samples/12c-domainフォルダに移動し、以下のコマンドを実行します。 

$sudo docker build -t samplewls:12.1.3 . 

以下のコマンドにより、このイメージが作成されていることを確認します。 

$sudo docker images 

Oracle WebLogic Server管理サーバー・コンテナの稼働 

Oracle WebLogic Serverドメイン・イメージを使用してコンテナを起動すると、デフォルトではそ
のコンテナ内の管理サーバーが稼働を開始します。デフォルトの管理サーバー名は“AdminServer”
で、デフォルトのポート構成は8001、デフォルトの管理サーバー・コンテナ名は“wlsadmin”です。
単一の同じホスト内で複数のドメインを実行する場合は、この管理サーバー名、ポート番号、コン
テナ名を変更する必要があります。 

Oracle WebLogic管理サーバーを起動するには、docker run -d samplewls:12.1.3コマンドを実行す
るだけです。この“samplewls:12.1.3”は、Oracle WebLogic Serverドメイン・イメージのタグです。
サンプルのDockerfileでは、startWebLogic.shがデフォルトのCMD（コマンド）として定義されてい
ます。 

$ sudo docker run -d --name=wlsadmin samplewls:12.1.3 

管理サーバー・コンテナのIPアドレスを取得するには、以下のコマンドを実行します。 

$ sudo docker inspect --format '{{ .NetworkSettings.IPAddress }}' wlsadmin 

戻り値の例：xxx.xx.x.xx 

これで、http://xxx.xx.x.xx:8001/consoleから管理サーバーのWebコンソールにアクセスできます。 

複数のOracle WebLogic Serverドメインが同じホストで稼働している場合（複数の管理サーバーが
ある場合）、–name（管理サーバー・コンテナの名前）と–p（管理サーバーのポート番号）を変更
してください。 
 

Oracle WebLogic Server管理対象サーバー・コンテナの稼働 

管理対象サーバー・コンテナには、ノード・マネージャとノード・マネージャ内で稼働している管
理対象サーバーがあります。これらの管理対象サーバー・コンテナは、管理サーバーのコンテナ名
を使用してリンクする（--linkコマンド）ことによって管理サーバー・コンテナと通信するようにな
ります。管理サーバー・コンテナのデフォルト名は“wlsadmin”です。複数のドメインが同じホスト
上で稼働する場合は、管理サーバー・コンテナ名を一意にする必要があります。-nameパラメータ
を使用して管理サーバー・コンテナ名を変更して、各管理対象サーバー・コンテナの-linkコマンド
で、その名前を指定してください。 
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管理対象サーバー・コンテナを起動するには、次の3つの方法があります。ノード・マネージャを
起動します（手動）。 

$ sudo docker run -d --link wlsadmin:wlsadmin <image-name> startNodeManager.sh 

ノード・マネージャを起動し、自動的にマシンを作成します。 

$ sudo docker run -d --link wlsadmin:wlsadmin <image-name> createMachine.sh 

ノード・マネージャを起動し、自動的にマシンを作成して管理対象サーバーを作成します。 

$ sudo docker run -d --link wlsadmin:wlsadmin <image-name> createServer.sh 

 

使用できるパラメータは以下のとおりです。 

$ sudo docker run -d –link wlsadmin:wlsadmin \ 

-p <NM Port>:5556 –p <MS Port>:<MS Port> \ 

–name=<Container name> \ 

-e MS_HOST=<Host address where Managed Server container runs> \ 

-e MS_PORT=<Managed Server port> \ 

-e NM_HOST=<Host address where Managed Server container runs> \ 

-e NM_PORT=<Node Manager Port (should match the port in the –p)> \ 

<image name> \ 

<createMachine.sh, startNodeManager.sh, createServer.sh> 

 

スクリプトには以下の変数のリストが含まれており、正しく構成する必要があります。 

変数 意味 

  
ADMIN_USERNAME 管理サーバーである'weblogic'ユーザーのユーザー名。デ

フォルト：weblogic 

ADMIN_PASSWORD ADMIN_USERNAMEのパスワード。デフォルト：Dockerfileビルド中

に指定した値。（サンプルでは'welcome1'） 

ADMIN_URL 管理サーバーのt3 URL。デフォルト：t3://wlsadmi

n:8001 

CONTAINER_NAME 作成するマシンの名前。デフォルト：node manager_ + コンテナ

のハッシュ 
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NM_HOST ノード・マネージャに到達可能なIPアドレス。デフォルト：コンテ

ナのIPアドレス 

NM_PORT ノード・マネージャのポート番号。デフォルト：5556 

MS_HOST 管理対象サーバーに到達可能なIPアドレス。デフォルト：コンテナ

のIPアドレス 

MS_PORT 管理対象サーバーのポート番号。デフォルト：7001 

 

 

例： 

“単一のホスト”による構成をリモート・サーバーで実行する場合は、管理サーバー、管理対象サー
バー、ノード・マネージャのポート番号とアドレスを公開する必要があります。 

 

以下のコマンドは、管理対象サーバー・コンテナを実行します。 

$ sudo docker run -d –link wlsadmin:wlsadmin -p 5556:5556 --name="wlsnm0” –e 
NM_HOST="xx.xxx.xx.xxx" -e NM_PORT="5556" samplewls:12.1.3 createMachine.sh 

 

$ sudo docker run -d --link wlsadmin:wlsadmin -p 7003:7003 
-e MS_HOST=xx.xxx.xx.xxx -e MS_PORT=7003 samplewls:12.1.3 createServer.sh 

$ sudo docker run -d --link wlsadmin:wlsadmin -p 7002:7002 
-e MS_HOST= xx.xxx.xx.xxx -e MS_PORT=7002 samplewls:12.1.3 createServer.sh 

管理対象サーバー・コンテナがすでに稼働しているホストOSに追加の管理対象サーバー・コンテナ
を作成する場合は、新しい一意のリスニング・ポートを割り当てる必要があります。この設定によ
って、同じホストOSで稼働する複数の管理対象サーバーが同じリスニング・ポートでリスニングし
ないようします。 
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createServer.shコマンドを使用した場合 

1. 管理サーバーのコンソール（http://<admin-container-ip>:8001/console）にアクセスします。 

2. 「Environment」→「Machines」に移動すると、マシンが登録されています。 

3. また、ノード・マネージャと管理対象サーバーも構成されています。 

4. 「Environment」→「Machines」→「Servers」に移動し、「Control」タブをクリックし
てサーバーを起動します。 

Oracle WebLogic Server Dockerコンテナとリモート・ホスト・サーバーとの通信 

1つの管理サーバー・コンテナを実行し、そのコンテナがリモート・ホストで稼働するOracle WebL
ogic Serverと通信するというトポロジも可能です。--add-hostを使用して、ローカル・コンテナのIP
アドレスではなく、コンテナが稼働しているホストのIPアドレスをコンテナに割り当てるようにし
ます。 

$ sudo docker run -d -p 8001:8001 --net=host \ 

--add-host=hostname:<host ip address where container is running> \ 

--name wlsadmin samplewls:12.1.3 

 

この構成が機能するには、以下の構成が必要です。 

• Dockerコンテナ内の管理サーバーのリスニング・アドレスを構成すること 

• リモート・ホスト内の管理サーバーのリスニング・アドレスを構成すること 

• クライアントがホストのIPアドレスを使用してJNDIルックアップ用の初期コンテキストを取得
すること 

Dockerと稼働中のOracle WebLogic Serverに関するその他の考慮事項 

• Dockerコンテナが再起動されてIPアドレスが変更されると、そのDockerコンテナ内で稼働す
るOracle WebLogic Serverのアドレスが新しいものになります。コンテナの再起動前にそのサ
ーバーと通信していたアプリケーションや他のサーバーは通信できなくなります。DockerでD
NSサーバーを構成し、DNS名を使用するようにWLSドメインを構成することが、このコンテ
ナ再起動後のIPアドレス変更に対する解決策となります。 

• Oracle WebLogic Server構成、サーバー・ログ、ファイル・ストアなどは、すべてコンテナの
ファイル・システムに保管されます。Dockerコンテナが破損すると、ファイル・システム全
体を失うことになります。これを解決する方法は、次の2つです。 

o ホストのファイル・システムを使用してコンテナのローカル・ファイル・システムを
保存する。 

o ドメインのファイル・システムを保管するための“データ専用”コンテナを維持する。 

ファイル・システムへの依存性を最小限に抑えるために、以下の対策を行うことを推奨します。 
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o TLog、JMSストアなどのデータストアをデータベースで管理する。 

o XAトランザクションを実行する場合は、“TLogへの書込みなしのXAトランザクション”
を使用して、TLogへの書込みを最小限に抑える。 

• クラスタ化されたOracle WebLogic Serverは、互いに通信し、管理サーバーとも通信する必要
があります。異なるホスト・マシンで稼働するDockerコンテナには、他のコンテナと直接通
信するために必要になる可視性やアクセス権がありません。そのため、現時点では、複数のホ
スト・オペレーティング・システムにわたるOracle WebLogic Server構成の利用はサポートさ
れていません。これに代わる構成として、Oracle WebLogic Serverドメイン全体を単一のホス
トで運用することが考えられます。 

 

• Oracle WebLogic Server汎用インストール・イメージによって作成されたOracle WebLogic Ser
verイメージへのパッチ適用やアップグレードを行うには、以下の手順を実行します。 

1. Oracle WebLogic ServerのインストールDockerイメージを拡張して、アップグレードまた
はパッチ適用を行います。 

2. Docker cp（copy)コマンドを使用して、ホストまたは“データ専用”コンテナのコピー先に
ドメイン・フォルダをコピーします。 

3. コンテナを削除します。 

4. アップグレードまたはパッチ適用によって拡張されたイメージから、新しいコンテナを実
行します。 

5. Docker cp（copy)コマンドを使用して、ドメイン・フォルダをアップグレードされたコン
テナに再度コピーします。 

• DockerおよびLinuxのコンテナにはセキュリティに関する以下の懸念点があります。 

o 各コンテナで実行中のコードを互いに分離できるかどうかが懸念されます。現時点で
は、そのような環境でのOracle WebLogic Serverの運用に影響を及ぼす既知の問題は
ありません。 

o Dockerイメージの提供元に関するセキュリティ上の懸念点もあります。信頼できる
提供元のみからDockerイメージを入手する必要があり、アップデート頻度や、Docke
r Hubでの管理の特性について理解しておく必要があります。 

o DockerおよびLinuxテクノロジーの最新情報を常に把握し、それぞれについて発生し
ているセキュリティ問題について認識しておく必要があります。 

o Dockerコンテナのデフォルトのネットワーク・モードである“ブリッジ・ネットワー
ク”ではマルチキャストはサポートされません。Dockerコンテナの“ホスト・ネットワ
ーク”ではマルチキャストがサポートされますが、ホストのネットワーク・スタック
が利用されるため、独立性は低下します。Dockerコンテナで運用する場合は、Oracle 
WebLogic Serverクラスタリング・プロトコルとしてユニキャストを使用することを
推奨します。 
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結論 

Dockerテクノロジーによって運用の簡素化とコストの削減が期待できます。Linux環境間でアーチ
ファクトが移植できるという特性があり、配布が容易になるためです。オラクルは、Dockerコンテ
ナでのOracle WebLogic Serverの運用をサーティファイし、Dockerコンテナで稼働するOracle WebL
ogic Server構成の作成をサポートするイメージ、Dockerfile、スクリプトを提供することによって、
このお客様の関心の高まりに応えてきました。これらがお客様のお役に立つことを願っています。
今後も、Docker環境のサポート範囲の向上を目指していきます。 
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